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鳴門教育大学授業実践研究
－学部・大学院の授業改善をめざして－
第１５号　２０１６
１　背景と目的
　理科を教える小学校教員の養成に関する調査（科学技
術振興機構，２０１１）から，教科書に掲載されている観
察・実験や実験機器の使用法を対象学生全員に指導する
大学は少なく，実験を指導するための授業時間が足りな
い大学が多いこと等が明らかにされた。渡邉（２０１３）は，
小学校教員養成課程では，理科の知識不足への不安等を
理由に，理科授業を担当することを敬遠したい学生が半
数を超えていることを報告し，理科指導への不安や苦手
意識を払拭することが教員養成において重要であると指
摘した。下井倉ら（２０１４）は，全国の教員養成課程の理
科を専攻しない学生を対象に，彼らの理科指導への不安
原因を探り，また大学に期待する具体的な授業内容を把
握する調査を実施した。その結果，実験・観察の指導に
自信を持つ学生が少ないこと，彼らは内容に関する知識
不足または実験や観察の経験不足を不安に感じており，
理科の全項目について知識・実験・観察を浅くても広く
一通り行う授業を希望していること等を指摘した。
　中学校理科教員養成課程での調査事例は少ないが，小
学校教員養成課程と類似する課題があると想定される。
例えば，学生自身の経験不足に起因する実験・観察の指
導への不安や苦手意識が挙げられるが，中学校の教科書
に記載されている全ての実験・観察を，授業で網羅する
ことは，授業時数や教材数の制約により困難である。一
方，学校現場では，教師自身が理科室内に保管された教
材を探したり，不足する場合は事前に購入あるいは作製
したりして授業を準備しなければならない。その準備を
円滑に行うためには，教師が理科室のどこにどのような
教材がどれだけあるかを把握しておく必要がある。教師
が実験・観察を適切に行うためには，授業中の指導力だ
けでなく，その前段階として，教材を予め整備して授業
に応じて準備するための知識や経験が不可欠となる。今
回，理科室の実験・観察用教材の整理・整頓の重要性を
体験的に学び，将来教師として実験・観察を敬遠せずに
効果的に実践できるための素地を養うことを目的に，学
生が理科室内の教材の整備状況を調査する学修活動を実
践した。本稿では，この活動の詳細について報告し，授
業を通した学生の取組や変容に基づいて，本活動の成果
と今後の教員養成上の課題について考察する。
２　授業概要
⑴　対象学生と授業計画
　２０１４年度後期，本学学校教育学部理科教育コース開講
の「中等理科教育論Ⅰ」（２単位）において，今回の学修
活動を実践した。当該科目は教育職員免許法施行規則に
おいて，教職に関する科目の教科の指導法に区分され，
中学，高校の理科の教員免許取得に必要な単位であり，
本学理科教育コースに所属する学生の必修科目（標準履
修年次２年次）である。２０１４年度は，学部学生１２名，
大学院生４名の計１６名が当科目を履修した。この科目は
担当教員４名が３回ずつ授業を行い，３回は外部講師に
よる授業を実施している。今回の学修活動は，著者が担
当した２０１４年１１月～１２月の３回分の授業において，
下記の要領で実施した。
　第１回では，受講生の活動前の実態を把握するための
事前アンケート（後述）を実施した後，授業計画，成績
評価等について説明を行い，３～５名構成の３つのグ
ループを編成した。各グループに，著者が自作した「実験・
観察用教材整備状況調査票」（以下，調査票）と実験室の
配置図（１枚表裏印刷）を配布し，調査手順と調査票及
び配置図への記入要領を説明した。グループ毎に中学全
学年の実験・観察について全て調査することは時間的に
難しかったため，各グループで１学年ずつ分担して調査
することとした。参照する教科書として，徳島県内のほ
とんどの中学校で採択されている理科の教科書（塚田ら，
２０１１）を各グループに貸与した。グループ毎に，担当
学年の教科書に記載されている観察・実験を抽出し，使
用する教材の整備状況を調査した。第２，３回の授業も
調査活動を引き続き行い，第３回の授業の終わりに，全
ての調査票を各グループから回収した。その後，後述の
理科室の実験・観察用教材の整理・整頓の重要性を体験的に学ぶ授業実践
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授業評価のための事後アンケートを実施した。
⑵　授業評価
　上記の調査活動の前に，理科の授業準備に関する受講
生の学修経験等を問う，質問紙調査を実施した。ほとん
どの受講生が２年次前期の「初等理科教育論」の授業で，
小学校理科の模擬授業を経験していることを前提として，
「理科の模擬授業の準備にあたって困ったり苦労したり
したことはどんなことでしたか？」に対して，「実験・観
察に必要な器具や材料がどこにあるか，どこで手に入る
か不明だったこと」，「実験・観察に用いる教材の使い方
がよくわからなかったこと」，「他のメンバーとの役割分
担や連携がうまくいかなかったこと」，「授業担当教員か
ら適切な指導・助言が得られなかったこと」，「その他
（内容を具体的に記入）」から該当する項目を全て選ぶ複
数選択式の質問を設けた。また，理科授業に関して，「実
験や観察を取り入れた学習活動を充実させるためには，
どのようなことが必要だと思いますか？あなたの考えを
自由に書いてください。」の自由記述式の質問を設けた。
　活動後には，調査した実験・観察の経験について，「中
学生のとき，今回の授業で調査した実験や観察を実際に
どれくらい（何割ぐらい）経験しましたか？」に対して，
「ほとんどした（９割以上）」，「だいたいした（７～９割
程度）」，「約半分した（４～６割程度）」，「あまりしてい
ない（１～３割程度）」，「ほとんどしていない（１割未満）」
の５選択肢から１つを選ぶ選択式の質問を設けた。また，
この学修活動への有用感に関して，「授業で行った実験・
観察用教材整備状況調査は，あなたが理科教師となるた
めの学修において役に立つ内容でしたか？」に対して，
「とても役に立った」，「ある程度役に立った」，「あまり役
に立たなかった」，「まったく役に立たなかった」の４つ
から１つを選び，その理由を記述する質問を設けた。活
動前後の質問紙調査の結果及び授業中の受講生の活動状
況等に基づいて，この活動の受講生に対する教育的効果
を評価した。 
３　活動報告
⑴　受講生の取組と調査票
　教材の整備状況を調査する受講生の様子を図１に示す。
グループによって若干要領は異なるが，受講生は以下の
手順で積極的に調査活動を展開した。はじめに，担当す
る学年の教科書に掲載されている実験や観察を抽出し，
そのテーマ，単元，領域，実験・観察の概要（主な内容
や方法），教科書に記載されている材料や器具とその数量
を，それぞれ調査票に書き出した。各テーマをグループ
内で分担し，各受講生は実験室のロッカーや机の引き出
しを開けて，実験・観察に必要な器具の有無や個数を個々
に点検し，その結果を調査票に記入した。調査票裏面の
配置図には，器具の保管場所をマーク，メモした。主に
鳴門教育大学自然棟３階の理科実験室（教育）を調査対
象としたが，この実験室内で必要な器具が揃わない場合
には，同大学自然系コース（理科）の物理学，化学，生
物学，地学の各教室が所管する学生実験室に移動して器
具の有無を調査した。調査票には，不足する器具がある
場合にその器具と数量を記入する欄，各実験・観察を準
備する上の留意事項，準備の難易度（１～５段階評価），
その他気付いた点をそれぞれ記入する欄があり，学生は
必要に応じてこれらの項目を記入した。受講生が記入し
た調査票及び配置図の一例を図２に示す。
　活動開始当初には，受講生の多くが，教材の所在がよ
く分からず，作業に手間取り，授業者に直接支援を求め
る場面が何度も見られた。調査を重ねるにつれて，受講
生は保管場所の規則性を徐々に見出し，次第に手際良く
作業できるようになった。例えば，ピペットが生物，化
学の両学習場面で頻繁に使用されるように，異なる実験・
観察であっても，同じ器具を使用する場合がある。最初
は，個々に黙々と作業する受講生が多かったが，「ガラス
棒がどこにあるか，もう調べた人いたら教えて。」，「この
教材は，教卓左下の引き出しの中にあったよ。」等の声を
掛け合い，情報交換し合うようになった。２回目以降の
授業では，ほとんどの受講生がグループ内，グループ間
で情報を共有し合い，効率的に調査を進めることができ
図１　教材の整備状況を調査する受講生の様子
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ていた。
　グループ及び対象学年によって実験・観察のテーマ数
は異なるが，今回は３グループで計７２テーマ，１グルー
プ平均約２４テーマについて調査した。回収した全調査票
を教科書のページ順に並べてファイルに綴り，受講生が
以後の授業や実習準備等でも活用できるように実験室に
常備した。一部の受講生から，調査票ファイルの写しが
欲しいという要望があったため，調査票の電子データ
（PDF版）を作成し，取扱い上の注意を与えた上で希望
者に配布した。
⑵　事前・事後アンケート結果
　活動前後の両質問紙調査に対して，全受講生１６名から
回答を得た。表１に活動前に実施した理科の模擬授業の
準備にあたって困ったり苦労したりしたことを問うた質
問紙調査の結果を示す。「他のメンバーとの役割分担や連
携がうまくいかなかったこと」（回答数１０）が最も多く，
次いで「実験・観察に必要な器具や材料がどこにあるか，
どこで手に入るか不明だったこと」（回答数９）が多かっ
た。一方，「実験・観察に用いる教材の使い方がよくわか
らなかったこと」，「授業担当教員から適切な指導・助言
が得られなかったこと」，「その他（模擬授業の経験なし
等）」の回答は比較的少なかった。以上の結果から，活動
前の時点では，受講生は他者と協働して理科の授業を準
備することに不慣れであり，実験室内の教材の所在や入
手方法に関する知識が十分でなかったと考えられる。
　表２に理科の授業で実験や観察を取り入れた学習活動
を充実させるために必要なことを問うた質問紙調査の結
果を示す。受講生の回答内容は表２に示す６類型に分類
された。最も多かった回答類型は「授業中における指導
法の工夫，改善」（回答数８）であり，これに比べると，
「教材の工夫，整備，充実」，「教師の事前準備や姿勢」，
表１　理科の模擬授業の準備にあたって困ったり苦労し
たりしたことを問う質問に対する受講生の回答（複数
選択）（n＝１６）
回答数選択肢
１０
他のメンバーとの役割分担や連携がうまくいかなかっ
たこと
　９
実験・観察に必要な器具や材料がどこにあるか，どこで
手に入るか不明だったこと
　１
実験・観察に用いる教材の使い方がよくわからなかった
こと
　０
授業担当教員から適切な指導・助言が得られなかったこ
と
　３その他（模擬授業の経験なし等）
図２　受講生が記録した実験・観察用教材整備状況調査票（表）と教材の配置図（裏）の一例
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「教師間の連携」，「教師の教材に対する知識，経験，技
能」の各回答数は少なかった。したがって，活動前には，授
業中の指導法に比べて，教材の整備や教材に対する知識
等を重視する受講生は少なかったと推察される。
　活動後に実施した，今回調査した実験・観察を中学当
時にどれくらい経験したかを問うた質問紙調査の結果を
表３に示す。最も多い解答は「約半分した（４～６割）」（回
答数７）であり，次いで「あまりしていない（１～３割）」
（回答数５），「ほとんどしていない（１割未満）」（回答数
２）であった。これらを合わせた約半分以下に該当する
回答数は１４であり，９割近い受講生が，調査した観察・
実験の半分以下しか中学生のときに経験していない，あ
るいは経験していても記憶に残っていないと考えられる。
　表４aに今回の実験・観察用教材整備状況調査の有用
感を問うた質問紙調査の結果を示す。理科教師となるた
めの学修において「とても役立った」の回答が最も多く
（１６名中回答数１１），「とても役立った」，「ある程度役立っ
た」を合わせた肯定的な回答（回答数１５）が９割を超え
た。また，その理由として記述された内容は，表４bに
示す３類型に分類された。「授業実践・準備における実験
教材の整理・整頓の必要性を理解した」に分類される記
述が１０点と最も多く，次いで，「教材に関する知識や経
験を習得した」に関する記述が６点であった。表２，４に
示した以上の結果から，活動前の受講生は，教材の工夫，
整備，充実，教師の事前準備や姿勢，教師の教材に対す
る知識，経験，技能をそれほど重要視していなかったが，
活動後には，これらの態度や能力が，理科教師を目指す
自分の学修において重要であると認識するようになった
と言える。
４　活動の成果と今後の課題
　本学学校教育学部の「中等理科教育論Ⅰ」の授業にお
いて，グループで協働して中学校理科の実験・観察に使
用する教材の整備状況を調査する受講生主体の学修活動
を実践した。活動前の受講生は他者と協働して理科の授
業を準備することが不慣れで，実験室内の教材の所在や
入手方法に関する知識が不十分であり，教材整備の重要
性をそれほど認識できていなかった。受講生は本活動に
積極的に取り組み，他者と情報を共有しながら教材の整
備状況を効率的に調査できるようになった。本活動を通
して，受講生は実験・観察を理科の授業で適切に行うた
めには，教材に関する知見や事前の教材整備が重要であ
ることを認識するようになり，この活動が理科教師にな
る学修において役に立ったと実感した。以上のことから，
本活動は，実験・観察用教材の整理・整頓の重要性を体
験的に理解するという目的において，有用であったと評
価できる。
　一方，約９割の受講生は中学当時，今回調査した実験・
観察の約半分以下しか体験していない実態も明らかに
なった。今回の学修活動では，各受講生は，１つの学年
の実験・観察用教材のみを分担して点検したため，中学
全学年の実験・観察については調査できていない。さら
に，自分で教材を準備して模擬授業まで行う一連の授業
実践を経験できていない。このため，中学校理科の実験・
観察の中で，在学中に全く経験しない項目が残ってしま
う恐れがある。また，彼らが将来教師となったとき，未
経験の実験・観察を敬遠したり，十分に指導できなかっ
たりすることも予想される。効果的に実験・観察を授業
に取り入れることができる理科教師を養成するためには，
表３　調査した実験・観察について，中学当時にどれぐ
らい経験したかを問う質問に対する受講生の回答（n
＝１６）
回答数選択肢
１ほとんどした（９割以上）
１だいたいした（７～９割）
７約半分した（４～６割）
５あまりしていない（１～３割）
２ほとんどない（１割未満）
表２　理科の授業で実験や観察を取り入れた学習活動を
充実させるために必要と思うことを問う質問に対する
受講生の回答（n＝１６）
回答数回答類型
８授業中における指導法の工夫，改善
４教材の工夫，整備，充実
４教師の事前準備や姿勢
３教師間の連携
２教師の教材に対する知識，経験，技能
２授業数の充実
表４　今回の実験・観察教材整備状況調査の有用感を問
う質問に対する受講生の回答（n＝１６）
a　有用感の程度（選択式）
回答数選択肢
１１とても役立った
　４ある程度役に立った
　１あまり役に立たなかった
　０まったく役に立たなかった
b　有用感の理由（記述式）
記述数回答類型
１０
授業実践・準備における実験教材の整理・整頓の必要性
を理解した
　６教材に関する知識や経験を習得した
　２
その他（興味・関心が高まった，学習内容の関連性を理
解した）
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理科室の実験・観察用教材の整理・整頓の重要性を体験的に学ぶ授業実践
在学中にできるだけ多くの実験・観察を経験できる機会
を確保し，必要な知識や技能を補完していくことが必要
である。しかし，学生の修学期間を通じての学修内容は
多様化して過密化傾向にあり，理科の実験・観察に関す
る授業だけを大幅に増やすことは現実的に困難である。
今後は，授業外に学生が自主的に実験・観察を経験した
り，それらを取り入れた模擬授業を行ったりできるよう
な環境整備が重要である。一例として，ラーニング・コ
モンズ等のスペースに基本な実験器具をいくつか常備し，
安全を確保した上で学生の自主的な学修を促す等の工夫
が考えられる。
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